














のに対 し、中国のギル ドは、徴税の請負、警察機能の代行を除いて政府 との関わ りはほとんどな
かった。では、中国のギル ドはその対内的対外的統制力はどのような権威に由来するのか。中国
各ギル ド内には裁判権等ギル ド規約の絶対的拘束力が認められ、規約の拘束は商品の販売価格、
販売量、販売先、度量衡および職人・徒弟数(経 営規模)に も及んでいた。このようなギル ド統
制力は、除名を最後の手段 とする制裁の実行によって保証されていたのである。除名された者は
衣食の途を失い、生命の危険にさらされる。制裁が機能するには対内的に、各ギル ド内部で競争
を排除 し成員の平均的生存条件を維持するとい う共通認識があった。対外的には、各ギル ドの事
業独占が必須であり、規約内に事業独占の方法を明記 したものがある。少なくとも清末まではギ
ル ド統制が機能 した所以である。
キ-ワ-ド:ギ ル ド統制、ギル ド裁判権、規約違反への制裁
、 は じめ に
　中国 ギル ド(商 業、手工業者 の組合)の 研究は、19世紀末20世紀初め まで、寂寞 た るもので
あ ったが、嚆 矢 と して、D・J・ マ クゴワンが1882-4年のChina　Review誌上 に、"Chinese
Guilds　and　their　Rulers"を発表 し、つい で1886年、　R・A・S誌 上に、"Chinese　Guilds　or
Chambers　ofCommerce　and　Trades　Unions"とい う表題 の下に中国 ギル ド論を公に した。二
十余年を経て1909年には、H・B・ モ ースが　The　Guiltds　of　Chinaを世に送 り出 した。 モースは
マ クゴ ワンを最大 の権威 と して参照 し、 ヨー ロッパ のギル ドと中国 ギル ドの比較を 旨と してい
る。1)小稿 では このH・B・ モ ースの著書 と、貴重 な提言 を してい るのにあ ま り注 目されて こ
なか った清水盛光 「旧支那に於け るギル ドの勢力」(1936年)、お よび根岸倍『 支那 ギル ドの研
究』(1932年)の論 著が、何を論点 として どの よ うな見解 を述 べてい るかを整理 しつつ、当時




　当時のギル ドをモースがどう見ていたか、ギル ドと政府との関係および、ギル ドの基本的な
特徴であるギル ド統制(と くにその裁判権)に ついて、モースの著書から一部引用 してみよう。
英国では、結局、組合、組合員、その商業のすべては法律の支配下に帰することになっていた










一般の非難を受 くべ く、又将来 どんな問題を組合へ訴えても、とり上げられることはなかろう。』
この規約はまだ穏やかな文句が使ってあるが、他の組合のものにはもっと露骨な、例えば 『個









































中国のギル ドは政府や市役所の支持がない代わ りに束縛もなく、まった く権力の背景なくギル
ド独自にその活動を続けることが出来た。ギル ドのもつ商業上の規制の一端を抜き出してみよ
う。梧州(広 西チ ワン族自治区)の 阿片ギル ドの規約では、ギル ド成員でなければ阿片の販売
を許さず、これを犯せば一箱二両の罰金を課 し、若 し短時 日、非ギル ド成員がその店内用売品
の阿片を置 きたければ、その権利に対し一箱○・三両を(ギ ル ドに)納 付せ しめる。又阿片の
秤および銀を受取るときの秤を規定 し、かつ阿片を市場に出すか否かは、ギル ドにだけ絶対認
定権があることも約定されている。温州(浙 江省)の 製粉業ギル ドの規約では、ギル ドが毎月、




















中国ギル ドの起源を探索 し、中外ギル ドを比較 し、ギル ドと政府の関係、ギル ド内部の上下関
係等多 くの問題について独自の見解を提出している。
　起源の面からは、中国古代に溯 り都市の成立と関連付けて、ギル ドの起源を探ろうとしてい




の職能を発揮する。」 また、「前述の如 く、ギル ドは都市の土台の上に生起するが、都市は農
業労働の増進せる生産力の所産である。尤も、一定の発展段階に達 したる農業生産力が商工業










益の追求とい う目的をもつとい う目的的結社であるとい う指摘に留意 して、ギル ド分析の切 り
口として注 目しておきたい。








けるギル ド化過程に現れる力の作用である」 とみる。「第三は、ギル ド組織の内部に存在する
上下もしくは支配従属の関係である。商業ギル ドの単位は個人にあらず して商店であ り、手工
業ギル ドの成員は原則上親方と職人にかぎられているが、個々の店舗ならびに職場の経営はす
べてギル ドの統制下にあ り、従ってそれらの内部に見出される支配服従の関係も、ギル ド組織




















　一方、「支那にはギル ド裁判が存在 したけれ ども、西洋ギル ドの、参加 し自ら構成 したよう
な都市裁判は、かつてその類例を見ない。而 してギル ド裁判は、個々のギル ドによって行われ
る集団統制のための一制裁手段であった。モースは 『成員に対するギル ドの裁判権は絶対的で




　後にも出て くる清水のい う 「支那特性たる自治的精神」とい うのは、文脈から判断するに、
むろん西洋的民主主義の 「自治」の意味ではなく、中国郷村内部、都市におけるギル ド組織内
部の 「政府の干渉を受けない下での領袖による自治的統制」とい う意味の 「自治」と解せられ
る。ギル ド裁判は、ギル ド自治の一面として、ギル ド内部に対 して集団統制のための制裁手段
として機能 していたのである。中国ギル ドにおける自治は、自律的統制を主たる要素とするも
のであるが、この統制が完全に行われるためには、規約の違反者に対する制裁の実行が必要で
あ り、ギル ド裁判は当時の状況下で有効に機能 したといえる。
　つぎに、ギル ドが、商工業上の共同利益の追求とい う目的をもつとい う目的的結社であるこ
とに着 目して、 日常のギル ドの経済政策とその統制力について見ておきたい。ここで問題とし
ようとするのは、「個々のギル ドが平常、その職業政策を遂行す る上において如何に成員を統




しなか ったこと等を示す見解(ウ ィットフォーゲル)も確かにある。 しかし、「メーボンは、
上記の支那ギル ドの弱点(都 市政府による強制力がない点)と みなしたところに、かえってそ
の力の源泉をみとめている。何となれば、彼は、支那ギル ドが政治的権力と何等の関 りを持た
ず、専ら経済的行動に終始 した点から、ギル ド内部における統制と権威と連帯の強さと、そ し
て外部に対する独占の効果性 とを理解 しようとしているからである。」 事実、個々のギル ド
内部では、さきに見た、蘇州の金箔業組合がある組合成員が規定 した徒弟数を超過 して使用 し、











ル ドでは商品の共同仕入れを行 うのであって、商品が四川、湖南等遠隔の地にあ り、そこで仕
入れて北京へ運ぶ場合の如きにあっては、商品を北京へもたらす全コースを一人の商人がや り
とげることはむつか しい。ギル ドではこの仕入れの全コースを行 うのであって、その仕入れ分
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 てんはん




権の規定(絹 織匠ギル ドや金属商ギル ドは、意匠特権の特殊利益を成員の一部に独占せ しめな
かった(ギ ャンブル))、そ して第三に、品質の種類による価格率の協定等、各種の方法によっ




型の文字(商 号の刻印)を記入 してその責任を負 うべきことを命ずる外、各組合員を して相互
に偽造品を摘発させることに している。」
　価格協定に関 しても、『支那経済全書』(1907年)所載 のギル ド規約は、そのほとんど半数
が価格協定に関する条款を含んでいる。一、二の例を引けば、弾綿業行規に、「公同時価、不




ギル ドの権能は、全体としてのギル ドの経済的勢力ではなく、個々のギル ドがその成員に加え
る力の意味に解さなければならない。





とえば、粉麺店規に、「罰檀香(び ゃくだん)」とあ り、香業行規に、「罰神戯全擡酒莚(酒 席)



















　清水は、『支那経済全書』等に依拠 し、少な くとも清末までの個 々のギル ドが各 自の圏内に







　中国ギル ドと政府との関係については、関係が殆どみられないとい う見解を取 り上げてきた
が、これに関しては異説を提示する研究が一方で出されている。根岸倍は『支那ギル ドの研究』
(1932年)で、モースのつぎのような説をまず紹介する(一部、前記と重複する)。「イギリス














的因子 として作用 している。」一方、ギル ドの経済的勢力を強大ならしめた原因は、国家の保
護ではなくギル ドの自治的精神である、として中華帝国の絶対専制主義のもと、中国ギル ドの
政治的脆弱性を指摘 し、同時にギル ド独自の自治精神の保持によって、国家権力とギル ド経済
勢力の並立を認めるのと、モースの見解とは、国家とギル ドとの相互不干渉とい う見方で共通
している。




　 「宋の煕寧五年(1072年)になって政府は京師(北 京)に 市易務なるものを建て、牙人すな
わち仲立人の評価に依 り民間の貨物を購買 し時を見て売却 し、天下の客商(他 郷からの商人)
が京師に来て、兼併家に苦 しめられることを拒 ぐように した。この制度は、政府が正義な商行
為に依 り、公正な市価を維持 しようとい うのであった。 しか しこれは大抵観念に止まり、その
実際は、………局に当る大小の官吏の私曲 ・不正を誘い、これがため国庫に補益なく、天下の
商民を痛ましめ、官吏を して独 り富ましめる結果となって、その弊が甚だ しいので、一時行わ
れても永続せず遂に廃止せられ、牙行制度なるものがこれに代るに至った。牙行とは仲立人の













特許を拠 り所としたことがその特徴であ り、唐代からギル ドを作 り、特定の業種について中国
内外の貿易を壟断 した。 したがって中国ギル ドも官憲の特許に依 り成立 したものもある訳にな
る。
　つぎに専売制度について、「中国政府は、抑商主義を採ったけれ ども、主 として収入の 目的














力なる塩業公所(ギ ル ド・ギル ドの会合所)を 組織する。茶はその製造自由であるが、その販
売に対 しては、江蘇外九省において引(特 許状)を 茶商に授け、引を持たないで販売するもの
を処罰する。引には定額あ り、妄 りに増すことを許されない。広東貿易以来、茶の海外に輸出
せられるものが多いので、茶商の富力 と地位は塩商に次ぎ、勢力ある公所を組織 した。」 塩
商、茶商もまた政府の特許状を根拠に して財を成 し、強力なギル ドを組織 した特許商であった。
　第三の特許商は、銭舗(両 替店)お よび典舗(質 屋)で ある。「清代には財政上の都合やら、
















許状を持たない者の営業を禁断 して特許商の利益を保護 し、また特許商が独占権を悪用 し、横
暴を働き、奇利を占めて世人を苦 しめないよう干渉する。その他不完全ではあるが、警察上の
取締 りや、海陸貿易や、度量衡、貨幣、売買、貸借その他の商工行政に若干の規定を設けて、





塩商の賦課 された雑款について、 これを略記すると、育嬰堂(孤 児院)、書院、義学(義捐 に






庫)充 溢 したとき、塩商は強制的に三百万両を貸付けられ、一割の利子を付 して返還 したこと
があったため、未来永劫、帑利とい う名 目で少なからぬ銀子を奉納 しなければならなくなった。
塩商がか くの如き無数の失費を忍ぶものは、実に独占の利益が巨大であったためであることは












ル ドの会合所)を 設置するに当 り、法規に従い届出を済ませた後、土地を購い家屋を建てるの
である。工事中、無頼漢の略奪を防ぎ、竣工後所有権の確定や、土着民の闖入を免れるため、
往々官憲の保護を受ける。丙舎(組 合員の枢を安置する屋舎)や 義塚(経 済的理由などで故郷
に届けられない無縁仏の墓)な ど慈善的、公益的性質を帯びた土地に対 し免税を求めるには、















　ギル ドの規約はどのように運用されたのか。ギル ドはその規約を して、政府法令のように空
文に帰せ しめないように努力 し、ひとたびこれに違反するものあれば、必罰緩める所なしとい
う有様であったようである。 しか し礼を重んずる国のことであ り、同胞の誼みのあるものを罰
するのであるから相当斜酌する。もし違反者のあった場合には、事件の大小に従い董事(理事)
一人で処分することもあ り、あるいは長老を集めて処分方法を議することもある。罰が定まっ
たときは伝単と名づける一片の告示文を印刷 してこれを組合内に配布 し、衆人を して普 く知悉























保証金を納むべ く、若 し納めざる時は組合員にあらずと見倣 し、組合員より貨物を買取ること
を許さない」 とあ り、また同糖業公所の廻文に、「公所に加盟せざる者に対 しては、一切取引
せず」とあるのがその例である。その二は、相互の競争を避けるために売買価格などを協定す
ることであって、上海南貨(中 国南方特産の食品である海産物、干 し竹の子、ハムなど)同業







　以上の方法で、各ギル ドは事業の独占を実行に移 し、規約を守るギル ド員への保護と同時に、













　本文の資料は 『支那経済全書』等、主として清末までの資料に基づいてお り、ギル ド統制の
有効性が確認できるのは、いまのところ、この清末までとしておきたい。清末以後、海外との
貿易が発展 し、国外から資本主義機械生産による大量の商品が安価で入って くると、ギル ドの
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